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本
市
の
人
口
は
、
平
成
22
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
始
め
、
近
年
で
は
年
1
0
0
0
人
超

の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
都
市

活
力
の
源
で
あ
る
若
い
世
代
の
人
口
が
、
第

五
次
富
士
市
総
合
計
画
策
定
時（
平
成
22
年
）

の
推
計
を
大
き
く
上
回
る
速
度
で
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
人
口
推
計
を
行
い

ま
し
た
。

高
位
推
計
…
出
生
率
は
向
上
し
、
転
出
超
過

　

に
あ
る
程
度
歯
ど
め
を
か
け
る
好
ま
し
い

　
ケ
ー
ス

中
位
推
計
…
出
生
率
は
現
状
を
維
持
し
、
転

　

出
超
過
に
あ
る
程
度
歯
ど
め
を
か
け
る
標

　
準
的
な
ケ
ー
ス

低
位
推
計
…
出
生
率
は
悪
化
し
、
転
出
超
過

　

に
歯
ど
め
が
か
か
ら
な
い
好
ま
し
く
な
い

　
ケ
ー
ス

24万7,000

24万9,000

25万1,000

25万3,000

25万5,000

25万7,000

25万9,000

26万1,000

26万3,000

H27

25万7,215（実績） 25万8,000

25万1,151

24万9,991

24万8,528

H28 H29 H30 H31 H32 H33

平成33年までの人口推計
基準日：各年3月31日（人）

（年）

高位推計
中位推計
低位推計
（参考）市Ｈ22推計

富士山のふもと　しあわせを実感できるまち　ふじ

第五次富士市総合計画
　　　　 後期基本計画 を策定しました
　市は、計画期間を平成23〜32年度とする「第五次富士市総合計画」のもと、さまざまな施策
に取り組んでいます。今回は、市制50周年に当たる平成28年度からスタートする「第五次富士
市総合計画後期基本計画」を策定しましたので紹介します。
　後期基本計画は平成32年度までの５か年のまちづくりの指針となり、計画に位置づけたさまざ
まな施策を市民や企業などの皆さんとの連携・協働により推進していきます。

　

長
期
的
な
展
望
を
踏
ま
え
、
市
政
運
営
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
執
行
す
る
た
め
の
基

本
方
針
を
示
し
た
、市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

総
合
計
画
と
は

○
基
本
構
想

　

目
指
す
都
市
の
将
来
像
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
施
策
の
大
綱
を
示

す
も
の

【
目
標
年
次
】
平
成
32
年
度

○
基
本
計
画

　

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
む

具
体
的
な
施
策
の
体
系
を
5
年
ご
と
に
明
ら

か
に
し
た
も
の

【
前
期
期
間
】
平
成
23
〜
27
年
度

【
後
期
期
間
】
平
成
28
〜
32
年
度

○
実
施
計
画

　

基
本
計
画
で

定
め
た
施
策
を

具
現
化
す
る
た

め
、
年
度
ご
と

の
計
画
を
示
す

も
の

　

富
士
山
の
ふ
も
と

　
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
　
ふ
じ

め
ざ
す
都
市
像

計
画
の
構
成
と
期
間

　

市
民
・
企
業
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

○
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
市
民
懇
話
会

　
（
期
間
：
平
成
26
年
9
〜
11
月
）

　

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
（
静
か
な
る
多

数
派
）
を
含
む
市
民
の

声
を
代
弁
し
、
本
市
の

現
状
、
課
題
、
市
民
意

識
な
ど
に
つ
い
て
の
提

言
を
い
た
だ
く
場
と
し

て
市
民
懇
話
会
を
設
置

し
、
18
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
審
議
会

　
（
期
間
：
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
8
月
）

　

市
民
の
代
表
と
し
て

総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
・
審

議
し
、
市
長
に
意
見
を

述
べ
る
組
織
と
し
て
総

合
計
画
審
議
会
を
設
置

し
、
答
申
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
世
論
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ

　
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

3
0
0
0
人
を
対
象
に
し
た
世
論
（
ア
ン

ケ
ー
ト
）
調
査
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
の
収
集
・
周
知
を

幅
広
く
行
い
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
あ
ゆ
み

本
市
の
人
口
推
計

実施計画

基本計画

基本構想
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　後期基本計画では、国の地方創生に関する取り組みを受け、富士市版の「まち・ひと・しごと創生総合
戦略」と整合を図り、人口の長期見通しを踏まえた 3 つの重点プロジェクトによる都市活力再生戦略を立
ち上げました。
　都市の魅力向上、若い世代の希望の実現、産業の活性化を実現するための施策をそれぞれが歯車のよう
に連動するよう重点的に展開し、人口減少・超高齢社会においても、市民一人ひとりが心豊かに生き生き
と暮らし、明るい未来に向かってチャレンジするまちづくりを進めていきます。

　

地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害

か
ら
市
民
と
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
守
り
、
安
全
・

安
心
に
生
活
・
操
業
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
利
便
性
の
高
い
快
適
な
市
民
生
活
を

将
来
に
わ
た
り
持
続
す
る
た
め
、
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
都
市
機
能
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

元気よく活動し、都市の原動力となる『若い世代の人口の確保』

　
好ましいケースにおける若い世代（15～39歳）の平成32年度末人口6万2,594人の確

 保を目指します。

最上位目標

まちが元気で、産業・経済が成長し、暮らしも充実する
好循環が構築された富士市に！！

理想とする未来の姿

　

未
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
職
場
で
生
き
生
き

と
活
躍
す
る
人
材
を
育
む
た
め
、
社
会
へ
の
進
出

を
志
す
人
た
ち
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②

次
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

富士市の新たな成長戦略　都市活力再生戦略

　

世
界
遺
産
富
士
山
の
も
と
に
多
く
の
人
が
集

い
、
交
流
す
る
「
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
」
を
創
出
す

る
た
め
、
ま
ち
の
魅
力
の
発
掘
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、「
産
業

都
市
富
士
市
」
の
復
活
に
向
け
、
活
力
あ
る
産
業

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
既
存
産
業
へ
の
支
援
を

進
め
ま
す
。

活
力
み
な
ぎ
る
し
ご
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③

産業の活性化
（しごとの創生）

重点プロジェクト③

都市活力の再生

都市の魅力向上
（まちの創生）

重点プロジェクト①

若い世代の希望の
実現（ひとの創生）

重点プロジェクト②
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安
全
・
安
心

安
全
で

　
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

1
健
康
・
福
祉

健
や
か
に
安
心
し
て

　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

2

産
業

産
業
が
交
流
す
る

　
　
　
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

3
環
境

人
と
自
然
が
共
生
し

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち

4

　

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
富
士
山
噴
火
な
ど
の
大
規

模
災
害
の
切
迫
性
に
加
え
、
風
水

害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
危
機
管

理
や
情
報
伝
達
、
治
水
対
策
な
ど

の
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
や
消
防
体
制
の
強
化
な
ど
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た

め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
市
民
安
全

 
・
防
犯
協
力
体
制
の
強
化

 

・
交
通
安
全
対
策
の
充
実　

な
ど

②
危
機
管
理

 

・
危
機
管
理
体
制
の
強
化

 

・
地
域
防
災
力
の
強
化　

な
ど

③
消
防
・
救
急
・
救
助

 

・
消
防
体
制
及
び
施
設
等
の
充
実

　

強
化　

な
ど

④
治
山
・
治
水

 

・
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
水
害
対
策

　

の
強
化

　

な
ど

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

年
代
や
生
活
環
境
に
対
応
し
た
健

康
づ
く
り
や
保
健
・
医
療
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
生
き
生
き
と
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
や
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

①
保
健
・
医
療

 

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

 

・
保
健
予
防
体
制
の
充
実　

な
ど

②
子
育
て

 

・
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る

　

環
境
づ
く
り　

な
ど

③
公
的
支
援

 
・
高
齢
者
福
祉
の
推
進

 
・
障
害
者
福
祉
の
推
進　

な
ど

④
地
域
福
祉

 

・
地
域
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い

　

の
強
化

 

・
社
会
活
動

　

へ
の
参
加

　

推
進

　

な
ど

　

産
業
構
造
が
複
雑
多
様
化
す
る

中
、
本
市
の
経
済
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産

富
士
山
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
振
興
、工
業
・

商
業
・
農
林
水
産
業
の
活
性
化
支

援
な
ど
、
経
済
基
盤
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
確
保
や

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
産
業
交
流
・
観
光

 

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
富

　

士
山
活
用
の
推
進　

な
ど

②
工
業

 

・
工
業
立
地
環
境
の
整
備　

な
ど

③
商
業
・
流
通

 

・
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

　

り　

な
ど

④
農
林
水
産
業

 

・
地
域
特
産
品
の
競
争
力
強
化
と

　

地
産
地
消
の
推
進　

な
ど

⑤
労
働
・
雇

　
用

 

・
就
労
支
援

　

と
能
力
の

　

開
発

　

な
ど

　

本
市
に
潜
在
す
る
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
活
用
や
、
世

界
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
保
全
な

ど
、
多
様
な
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
環

境
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な

ど
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
地
下
水
の
保
全
や
適
正
な
生

活
排
水
処
理
な
ど
、
良
好
な
水
環

境
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

①
地
球
環
境

 

・
総
合
的
環
境
施
策
の
推
進

　

な
ど

②
自
然
・
生
活
環
境

 

・
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生

 

・
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

③
循
環
型
社
会

 

・
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
と
リ
サ
イ

　

ク
ル
の
推

　

進　

な
ど

④
水
循
環

 

・
安
全
な
水

　

道
水
の
安

　

定
供
給

 

・
生
活
排
水

　

対
策
の
推

　

進

7つの施策の大綱

　めざす都市像を実現するため、現状や前期 5か年の評価を踏まえ、施策の体系を見直し
ました。後期基本計画では基本構想における 7つの大綱に基づいて施策を体系化し、総合
的に展開していきます。

第五次富士市総合計画後期基本計画
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教
育
・
文
化

魅
力
あ
る
教
育
を

　
　
　
　
実
現
す
る
ま
ち

5
都
市
基
盤

人
に
や
さ
し
い

　
　
便
利
で
快
適
な
ま
ち

6

都
市
経
営

市
民
と
創つ

く

る
新
た
な
ま
ち

7

　

子
ど
も
や
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
・
青
少
年
へ

の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
誰
も
が
“
い
く
つ
”

に
な
っ
て
も
夢
や
希
望
を
持
ち
、

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
環
境
の
充
実
や
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

①
学
校
教
育

 

・
教
育
環
境
の
充
実

 

・
学
校
施
設
の
整
備　

な
ど

②
社
会
教
育
・
青
少
年
健
全
育
成

 

・
社
会
教
育
活
動
の
推
進

 

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

③
市
民
文
化

 

・
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

 

・
文
化
財
保
護
の
推
進　

な
ど

④
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

 

・
ス
ポ
ー
ツ

　

活
動
の
推

　

進
・
ス
ポ

　

ー
ツ
指
導

　

者
の
養
成

　

な
ど

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
拡
散
し
た
都
市
構
造
か
ら

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
都
市
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
と
地
域
の
生
活
拠
点
が

結
び
つ
き
、
誰
も
が
自
由
に
移
動

で
き
る
ま
ち
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
水
や
緑

を
生
か
し
た
潤
い
の
あ
る
都
市
基

盤
づ
く
り
と
住
環
境
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
市
街
地
整
備

 

・
計
画
的
な
土
地
利
用
の
促
進

 

・
拠
点
地
区
の
形
成

 

・
ま
ち
な
か
の
拠
点
の
再
生

②
道
路
・
交
通

 

・
人
に
や
さ
し
い
道
路
整
備
の
推

　

進

 

・
公
共
交
通
の
再
生
・
振
興　
な
ど

③
景
観
・
公
園
・
住
宅

 

・
魅
力
あ
る
景
観
の
創
出

 

・
水
や
緑
を

　

生
か
し
た

　

潤
い
の
あ

　

る
環
境
づ

　

く
り

 

・
住
環
境
の

　

向
上

　

地
方
分
権
が
一
層
進
む
中
、
将

来
に
わ
た
り
自
立
し
た
基
礎
自
治

体
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
事
業
者
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
資
産
を
最
大
限
有
効
活

用
す
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
行
財
政
改
革

を
推
進
し
ま
す
。

①
市
民
主
役
都
市

 

・
地
区
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

 

・
市
民
協
働
の
推
進　

な
ど

②
行
政
運
営

 

・
柔
軟
で
総
合
的
な
計
画
行
政
の

　

推
進　

な
ど

③
健
全
財
政

 

・
健
全
財
政
の
堅
持　

な
ど

④
市
民
満
足

 

・
市
民
志
向
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

　

の
充
実　

な
ど

⑤
情
報
公
開

 

・
文
書
事
務

　

の
適
正
化

　

と
政
策
法

　

務
の
推
進

　

な
ど

　
今
後
、
社
会
経
済
環
境
が
変
化

し
て
い
く
中
で
、
総
合
計
画
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
予
算
や
人
材
の
適

正
な
配
分
、
効
果
的
・
効
率
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
総
合
計
画
で
掲
げ
る
諸
施
策
を

確
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

最
上
位
目
標
や
各
施
策
の
指
標
に

基
づ
く
評
価
結
果
を
毎
年
度
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
成
果
や
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
、
課
題
解
決

　
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課

　
　

☎（
55
）2
7
1
8

　
　

5（
53
）6
6
6
9

   　

Eso-kikaku@div.city.fuji.shizuoka.jp

※
「
第
五
次
富
士
市
総
合
計
画
後

　

期
基
本
計
画
」
は
、
3
月
中
旬

　

か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
ら

　

ん
に
な
れ
ま
す
。

★
く
ら
し
と
市
政
→
市
政
情
報
→
施
策

　
・
計
画
→
計
画
・
構
想
→
第
五
次
富

　
士
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

★

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
傾
向
は
、
本
市
に
お

い
て
も
確
実
に
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
本
市
が
厳
し
い
都
市
間
競

争
を
生
き
抜
き
、
持
続
可
能
な
都
市
で
あ

る
た
め
に
は
、
次
世
代
に
向
け
た
社
会
、

生
活
、
教
育
、
雇
用
な
ど
の
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

計
画
の
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
市
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
市
民
や
市
民
団
体
の
代
表

者
、
知
識
経
験
者
な
ど
の
委
員
30
人
で
、

審
議
会
を
延
べ
6
回
開
催
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
委
員
が
専
門
的
な
見
地
や
市

民
の
目
線
か
ら
、
活
発
な
審
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
に
配
慮
し
つ
つ
、
常
に
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。富士市総合計画審議会

会長（常葉大学教授）
小川　浩さん

地
域
の
活
性
化
と

　
　
　
　
　
　
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て


